
議 事 録

会 議 名 令和５年第４回北警察署協議会（定例会）

令和５年12月12日（火）
午後３時30分から午後５時00分までの間

日 時 ・ 場 所

北警察署講堂

１ 委員
神野 弘信 会長 石田 尚美 副会長
マルティヌス・プリヨ・スサント 委員
加藤 阿佐美 委員 中野 裕美 委員
渡辺 優貴 委員 西野 博 委員
井上 育男 委員 太田垣 建 委員
山田 浩司 委員 丹羽 忍 委員

以上11名（定数12名）

出 席 者 ２ 警察署員
齊木 署長 玉田 副署長
服部 警務課長 福田 会計課長
水野 生活安全課長 鈴木 地域課長
長谷 刑事課長 芦田 交通課長

以上８名

３ 有識者等
なし

諮 問 事 項 等 交通弱者に対する交通事故抑止対策

１ 子供や高齢者に加えてドライバーに対しての交通安全教
育をより一層充実させること

答申等の概要
２ 道路標識や道路標示を見やすく工夫すること

そ の 他 次回、開催予定は令和６年２月中旬
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

１ 会長挨拶

２ 署長挨拶

３ 各種報告

(1）管内の犯罪発生状況（令和５年11月末現在）

(2）管内の交通事故発生状況（令和５年11月末現在）

４ 前回の答申に対する取組結果等（警務課長）

(1）諮問事項

「安心」で「安全」な北区を実現するために効果的な情報発信方策

(2）答申

ア 関係機関と協力して、アプリ、ＳＮＳ、ＹｏｕＴｕｂｅ等のデジタル

ツールをそれぞれの年代に伝わりやすい内容にする等の工夫を凝らした

情報発信の推進

イ チラシやポスター等のデザインを見やすく工夫する他、警察や関係機

関からの対面による情報発信の実施

(3）答申に対する取組結果等

ア 答申アに対する取組結果等

(ｱ）ヴァイオリニストによる交通安全キャンペーンの開催

北区内の商業施設において、北警察署広報大使であるヴァイオリニス

トらが演奏を行う交通安全キャンペーンを開催し、北警察署ホームペー

ジの活動レポートに掲載。

(ｲ）「遼河はるひ」氏を一日警察署長に委嘱したキャンペーンの実施

タレントで女優の「遼河はるひ」氏を一日警察署長に委嘱して交通安
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

全・犯罪抑止キャンペーンを開催し、クリアファイルなどの広報啓発品

を配布。

イ 答申イに対する取組結果等

(ｱ）秋の全国交通安全運動における情報発信、広報啓発活動

秋の交通安全運動期間中、主要交差点での自転車のマナーアップや小

学生の登校時の見守り活動を通じて交通安全広報を実施。

(ｲ）秋の安全なまちづくり県民運動における情報発信、広報啓発活動

コミュニティセンターにおいて防犯講話を開催した後、防犯パトロー

ルを実施。

(ｳ）保険会社及び金融機関と連携し特殊詐欺被害防止キャンペーンを実施

管内の金融機関において、保険会社及び金融機関職員らとともに特殊

詐欺被害防止キャンペーンを実施。

(ｴ）北区区民まつりにおける情報発信、広報啓発活動

北区区民まつり会場の警察ブースにおいて、交通安全・犯罪抑止など

の啓発グッズやチラシを配布。

(ｵ）楠フェスタにおける情報発信、広報啓発活動

管内楠地区のイベントに警察ブースを開設し、交通安全・犯罪抑止な

どの啓発グッズやチラシ等を配布。

５ 諮問

(1) 諮問事項

交通弱者に対する交通事故抑止対策

(2) 諮問事項の設定理由
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

北警察署管内における11月末時点の人身事故件数は372件、昨年同期比54

件減少し、死傷者数は433人、昨年同期比65人減少している。

しかし、11月には、管内幹線道路において、北区内で４件目となる交通

死亡事故が発生した。また、名古屋市内でも死亡事故が多発しており、本

年６回目となる名古屋市交通死亡事故多発警報が発令された。県下の交通

事故死者数は、大阪府とワースト１位を競っており、危機的状況が続いて

いると言わざるを得ない。

北警察署としては、交通安全教育や広報啓発活動、交通指導取締りを実

施して交通事故防止に努めているところであるが、交通事故に遭いやすい

高齢者や子供などの交通弱者の交通事故を抑止するにはどのような対策が

有効であるか、委員の意見を求めることとした。

６ 諮問事項に対する意見

委員 ・ 一時停止や駐車禁止が道路標識で示されていたとしても、見落と

す可能性があるので看板を立てて強調すれば、交通ルールを守る意

識が高まると思う。

委員 ・ 幼稚園や保育園以下の幼児、小学校や中学校の生徒、高齢者とそ

れぞれに応じた交通事故防止の教室やセミナーなど交通安全教育を

繰り返し実施したらどうか。

委員 ・ 道路は、歩行者専用、自転車専用そして自動車専用と明確に区別

し、道路を色分けしたら事故が減るのではないか。

委員 ・ 周囲に目配りして「やさしい運転」ができる人が運転する車に乗

せてもらうと、自分の運転の仕方を反省させられる。みんなが「や
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

さしい運転」をできるように交通ルールの教育を繰り返し行うこと

が大切だと思う。

委員 ・ 運転者の多くは、自分は事故を起こさないと思っていて、高齢者

の多くは、自分は事故に遭わないと思っている。子供は交通ルール

を守れば事故に遭わないと思っている。しかし、実際は信号交差点

や横断歩道でも事故は起きている。交通事故を防ぐには、具体的な

交通事故の発生状況を情報発信することが大切だと思う。

委員 ・ 午前中に事故の発生件数が多いという統計があるので、午前中の

交通指導取締りを強化すること。また、交通事故防止には「かもし

れない運転」が大切と周知されているが、同様に心に刺さる事故防

止標語をつくって事故防止の意識を高めたらよいのではないか。

委員 ・ 北警察署が交通事故防止のために様々な広報啓発活動を行ってい

るが、それでも事故が無くならないのは、自分の身は自分で守る、

守るための交通安全教育を繰り返し行うことが大切だと思う。

委員 ・ ドライバーの中にはモラルの守れない人も多数いるので、しっか

り取り締まってもらいたい。お年寄りも交通安全教育に聞く耳を持

たない人がいるが、孫から伝えてもらったら聞くのではないか。特

に自転車の右側走行は危険なので、指導取締りに努めてもらいたい。

委員 ・ 名古屋市内の道路は道幅が広くスピードを出しやすい。その一方

で交通弱者には道路を横断する距離が長いので渡りにくいことも交

通事故の原因ではないかと思う。事故が多い場所には目立つ道路標

識・表示が必要だと思う。
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

委員 ・ 今取り組んでいる交通事故発生状況の情報発信や交通安全教育、

広報啓発活動、交通指導取締りを続けることが大事である。

委員 ・ 早朝と夜間の事故が増えているということなので、高齢者や小学

生、中学生は目立つ明るい服を着るよう促す。ドライバーが特に早

朝と夜間に気を付けるよう、その間の取締りや交通監視を強化する。

委員 ・ 身近な場所で交通死亡事故が２件も発生した。２件とも深夜から

明け方にかけての事故である。私も車を運転するので、無灯火の自

転車やスマートフォンを見ながらの歩行者に危険を感じている。ま

た、電動キックボードも公道を走るようになると危険要素が増える

と思うので、交通安全教育は大切だと思う。

７ 答申

(1）子供や高齢者に加えてドライバーに対しての交通安全教育をより一層充

実させること

(2）道路標識や道路標示を見やすく工夫すること

８ その他

次回、開催予定は令和６年２月中旬とした。


